
 

 

高校・大学の職場にも広がっている。声

を掛けることが大切だと指摘しました。 建設労連の松本事務局次長（左）と神奈川土建の井上事務局次長長 
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神奈川県本部は１０月１１日に第２８回定期大会を横

浜開港記念会館で開催しました。神奈川県南支部は、 

代議員定数 5 名＋傍聴 1 名（小島・佐藤・益山・河野・

赤羽・秋本）と県本部の清野副委員長､金崎書記次長 

清野県本部副委員長（左）と議長の佐藤代議員 が出席しました。開会挨

拶を行った清野副委員長は、不正な金や恫喝で国民の不信を広

げる高市政権と閣僚、また横浜市長選挙（10月 18日投票）などに

触れて労働組合と政治の関連を強調しました。大会議長は清野氏

が提案した神奈川県南支部の佐藤代議員が選出されました。 

主催者挨拶に立った伊藤県本部委員長は、まず憲法改悪・戦争 主催者の挨拶を行う伊藤委員長 

国家 づくりに狂奔する異常な高市政権を告発しました。続いて県本部の組織建設では苦戦しな

がら奮闘するとともに軽貨物労働者がヤマト運輸との争議での勝利和解し、トラック労働者に対

する賃金不払い撤回などの成果を報告しま

した。新年度のたたかいでは大幅賃上げと

組織の拡大・強化を呼びかけ、中央本部と

も連携して神奈川県南支部ギオン分会の

組織拡大を重点にすえると表明しました。 

建交労本部の鈴木書記長（左）と神奈川労連の山田事務局長  来賓では 8 月の大会で建交労中央本部

書記長に就任した鈴木氏が「ヤマト運輸争議など、神奈川のたたかいを評価。また中小・非正規

労働者の大幅賃上げを勝ちとり、組織拡大ではギオン分会の拡大を中央でも位置付け、建交労

12 業種部会と全国の都道府県本部が一つの組織として力を発揮していく」と挨拶しました。 

続いて神奈川労連の山田事務局長は

「26 春闘では 5 桁の賃上げを獲得する

など成果が広がっているが、全体の水準

はまだ低い。組織拡大は港湾の職場や 

神奈川県南支部のホームページは（全日本建設交運一般労働組合 (ctg-kennan.net)）を クリックか

右のＱＲコードからアクセスできます。分会・班の仲間は多くの労働者に広げてください。 

 

神奈川県本部第２８回定期大会を開催！ 
憲法９条を守り､仲間に寄り添う運動と組織を 

http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=545919&sw=%E3%80%90%E7%94%B7%E5%A5%B3GS%E3%80%91%E6%AD%A3%E9%9D%A2_%E3%81%8A%E3%83%BC2
http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=435395&sw=%E3%80%8C%E4%BD%9C%E6%A5%AD%E5%93%A1a%E3%80%8D20
https://ctg-kennan.net/


 

 

建設関連では 2 労組の来賓（前頁の

写真）から連帯・激励の挨拶がありまし

た。神奈川建設労連の松本事務局次長

は「設計労務単価以下の賃金で違法に

労働者を働かせている現場の一掃が求

められている」と訴え、神奈川土建の井上 横浜法律事務所の杉本弁護士（左）と日本共産党の井坂県会議員 

事務局次長は「公契約条例の最賃を大幅に下回る現場を告発して是正させた」と報告しました。 

横浜法律事務所の杉本弁護士は民法の契約自由の原則に触れながら「労働者は経営者と自

由な立場で契約はできない。憲法が保障する権利を行使しトラブルがあれば労働組合に団結し、

弁護士にも相談して欲しい」と呼びかけました。 

来賓の最後に挨拶した日本共産党の井坂しんや神奈川県議会議

員は「9 月の豪雨で横須賀市でも土砂崩れの被害があった。政治は

国民の命と安全を守り国民の要求を実現するためにあるが高市政

権はそれに逆行している。横浜市長選挙は、あさか由香へ、来春の

地方選挙では井坂氏を含む日本共産党への支持を」と訴えました。  議案の提案を行う高橋書記長 

その後、メセージを寄せられた団体の紹介、選挙管理委員会からの報

告などを経て高橋書記長による議案提案と、会計監査委員の監査報告

などがありました。大会スローガンは「憲法９条をまもり、戦争のない社

会を実現しよう―ー仲間の要求に寄り添う運動と組織をつくろう」です。 

県南支部の小島代議員 高橋書記長が強調したのは「組織建設・組織拡大」運動です。2000 名

の県本部建設に向け 2026 年度に６００名県本部の達成（年間８５名の

純増）を目標に据えて、拡大重点職場には、ダンプ支部のマイシイ分会・

ヤマト運輸とともに神奈川県南支部のギオン分会を位置づけました。 

若干の休憩後の討論では、トップバッターで神奈川県南支部委員長 

ギオン分会の秋本分会長 の小島代議員がたたかいの到達点を報告したのに続き、拡大重点職場

に位置付けられたギオン分会の秋本分会長が討論に参加し職場の現状

と成果を報告しました。また、ヤマト運輸に勝利和解し、拡大重点職場に

位置付けられたダンプ支部の小澤代議員が闘争経過を報告しました。 

討論終了後に高橋書記長が“まとめ”をおこなって採決に移り議案は

ダンプ支部の小澤代議員 すべて満場一致で採択され、役員選挙・スト権投票も満票で信任され、

大会宣言を採択しました。最後に小野執行委員が大会閉会を宣言し、稲川執行委員の発声で団

結ガンバローを三唱して第 28 回定期大会は成功裏に閉会しました。 

 

 

 

写真は 2026年度の役員●神奈川県南支部の清野氏は副委員長に、金崎氏は書記次長に再任されました 


